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今回は筆者が小中学校の頃から遊び慣れ親しんでき
た故郷の山々を特集したい。ヤマレコは昨年6月に一
泊2日で三山を登頂した最新の登山記録を紹介する。

懐かし故郷の美ヶ原
たまたま母の実家が美ヶ原の山麓の三城牧場・大
和合（今の澤渡商店付近）にあり山野・森林の一部
を所有していたため，親戚に連れられ扉峠，和田峠
への渓谷や美ヶ原への百曲がりは時々，登っていた。
藁葺き家では牛，馬，鶏，ウサギを飼っていた。諏
訪大社の文化も残り，今も四柱を立てる御柱祭を大
和合神社で行われている。
また市内に近い美ヶ原温泉の藤井谷には，国蝶の
アサギマダラ，オオムラサキ，ギフチョウなどの採
集，カブトムシ，クワガタなどの昆虫採集の絶好地
点であった。田植えの春先から週末は，中学一年ま
では毎週のように，兄や近所の同級生らと山の中で
暮らした。握り飯，キュウリ，梅干しを食べ，山中の
湧水で喉を潤した。渓流のミニダム付近で沢蟹を取
り，山中では木苺，杏子，山葡萄を食べた。肝試し
と称してスズメ蜂の巣を，長い蝶採集ネット棒で叩き
逆襲を受けたこともたびたびあった。今ならニュース
になりそうだが，麦わら帽子で顔を隠しスズメ蜂から
あわててダムに逃げた。当時は筆者のような遊び優
先で日焼けした「自由奔放なやんちゃ」が多かった。

学生の頃，父母，兄と美ヶ原で。中左が筆者

渓谷と治水と山岳救助隊に想う
美ヶ原の積雪は渓谷を経て薄

すすき

川
がわ

に流れ，松本盆地
の扇状地を潤す。そして奈良井川（犀川），千曲川と
合流し信濃川となり日本海に出る。美ヶ原に積もっ

た雪溶けの水量は豊富で，十数年ほど前に治水のた
め新たな大仏ダム開発地点となり，親戚を含め地元
の多くが，国の洪水対策も必要として賛成したが，
最終的に当時の知事が開発反対で実現できなかった。
筆者の実家はというと，扇状地の湧水が出る「清

水」付近で，かつての農林省蚕糸試験場や旧制松本
高校に近く，中部電力松本営業所，東京電力パワー
グリッド松本電力所がある市内だ。薄川が整備され
るまでは，洪水が頻発していたという。その頃から
電力会社は身近な存在だった。
霧ヶ峰の車山には，高校一年のときにクラス全員

で登った。緑の草原が鮮やかだった。扉峠をはさみ
小高い鉢伏山や高ボッチも付近にあり夏場の遠足
コースだった。
その中で，今年3月に長野県山岳救助隊の訓練ヘリ

コプターが雪の鉢伏山に墜落した事故には心が痛ん
だ。事故直後に知人の副知事に長野県庁執務室で聞
いたが，隊員撮影ビデオも見たものの原因がわから
ないとのことだった。「特に厳しいトレーニングを受
け北アルプスなどの登山事故には精鋭の山岳救助隊
員が不可欠であるが，今回の事故は長野県のもつ極
めて貴重な人財の喪失であり，極めて悔やまれる」と
語った。筆者のような一登山者にも重い言葉だった。

南小谷・姫川と雨飾
一方，雨飾山は新潟県糸魚川と長野県南小谷にあ

る姫川に沿った山岳である。
また父は国鉄（現在のJR）に機関士として勤務し

ていたため，中央線・大糸線の新宿〜甲府〜松本〜
大町〜南小谷の路線は子供の頃から馴染みが深かっ
た。特に大町の木崎湖，糸魚川の能生には夏になる
と泳ぎや釣りに何度も連れていってもらった。姫川
には翡翠が取れ，水力発電所が稼働していた。その
際に雨飾山を見ていた。豪雪地帯で雨量も多く水力
を連想させる名前の由来にも惹かれた。

車山，美ヶ原，雨飾山の一泊2日の山旅
今回の車山，美ヶ原は初心者向き百名山で一位，二
位にランクされ，三位は筑波山と続く。山頂近くまで
ドライブできて交通アクセスがよくホテルもあり過ご

しやすい。初めて
登山をするウォー
ミングアップとし
て最適であること
を改めて知った。
霧ヶ峰の広い草

原，池塘，ゆるや
かな登山道を通っ
て頂上にいく。車
山山頂からは富士
山，八ヶ岳，蓼科
山，北・南アルプ
スが展望できた。
美ヶ原は，広い
牧場に牛が悠然と
放牧され平坦な台
地に通信パノラマ
が見える。付近に
美術館や「美しの
鐘」があり，文化
的観光も楽しめる。

その反面で雨飾山は，交通アクセスも奥地で遠く
山登りコースは本格的でありタフである。
この郷愁感溢れる三山を2日間で登り自然散策を

し，温泉にもゆっくりつかってきた。
朝，JR中央線で新宿から岡谷で降りた。駅そばで

レンタカーを借り，快晴のなか，霧ヶ峰に向かった。
新緑の季節で，高原を走るドライブは快適だ。平原
を抜け，車山の駐車場に到着。一気に頂上までトレッ
キングした。実に40年ぶりに頂上にハイタッチし
た。多くの登山客で賑わっていた。
そして，車山からビーナスラインで，美ヶ原に向

かった。中学生のこと修学旅行で泊まった山本小屋
まで歩き，美しの鐘を鳴らして，大草原の牛などの
牧場地帯を抜け，美ヶ原高原ホテルとパラボラアン
テナを抜けて，頂上の碑をタッチした。昔，登山で
降りた百曲りから大和合を遥かに見てもとのホテル
内でゆっくりと珈琲を飲んだ。
そこから，三城牧場，地元の群鷹館，明神館，温

泉を通り，急いで松本から大町を経て南小谷に向か
い，泊まった。
日曜は，朝早く道の駅，姫川や付近のダム（黒部

川電力，東京発電の水力）を視察し雨飾山の登山口
に車を走らせた。
狭い，くねった道で，民家も少ない。雨飾山には

雪渓は残るもののアイゼンなしで登れ，日中は熱く
て日焼けした。高山植物も結構咲いており，地元ば
かりか都心からの登山者も多くいた。晴れ曇り後，
頂上付近は霧がかかっていた。このため，日焼けし
熱中症が心配だったが頂上は寒いくらいで寒暖の差

があった。下りは抜かれても転ばず慎重に歩を進め
た。雨飾山荘で700円露天風呂。八人いたが満員
だった。山荘が満員であるのは百名山の威力かも知
れないと，主人が語った。

霧ヶ峰1925m，美ヶ原2034m 
（平成28年6月4日）
●霧ヶ峰（車山）
車山肩コース（往復3.6km），休憩含め1時間40

分，標高差122m。
【行程】
JR特急あずさで新宿⇒下諏訪駅構内で足湯。岡谷

駅でレンタカー発。諏訪湖畔を見て，ビーナスライ
ンを通過。
12：45　車山肩。
13：20　車山頂上着。
13：35　頂上発。
14：00　車山肩発，和田峠〜美ヶ原へ。
●美ヶ原（王ヶ頭）
山の家コース（往復8.8km），休憩含め約2時間，

標高差273m。
【行程】
14：40　美ヶ原高原着。
15：00　美しの鐘（希望の丘塔）。
15：30　王ヶ頭頂上。散策。王ヶ頭ホテルで珈琲。
16：30　山の家駐車場発。
和田峠から三城牧場，松本，大町経て南小谷泊。

雨飾山1963m（平成26年6月14日）
雨飾キャンプ場コース（往復約7km），標高差約

950m。
【行程】
4時半に起床し，南

小谷から姫川で水力発
電所を見て，雨飾キャ
ンプ場まで車40分。
6：55　�雨飾キャン

プ場発。
7：25　ぶな平。
7：55　東菅沢。
9：52　�登頂（20人

ほどの登山者と会った）。
10：08　下山。
下りは，滑りやすいため三回休憩しお花畑，雪渓，

ブナ林など撮影。
13：12　キャンプ場。
13：40〜14：30　雨飾山荘の野天風呂。
安曇野インターから，岡谷でレンタカー返却。
17：35　JR特急あずさ　岡谷駅〜新宿へ。

山と電気の風景論 ⑮
美ヶ原，霧ケ峰，雨飾山～生まれ育った故郷の山々～

セリングビジョン㈱　代表取締役　岡部　秀也 車山山頂

濃霧の危険を知らせる「美しの
塔と鐘」。左奥：王ヶ頭頂上

雨飾山への雪渓ルート


